




















 



解答 

 

 

 



雑感 

 

カリキュラム変更によって 3年 12 月から 4 年 6月に移動したが、内容はほとんど変わらず。 

普通に出席していれば、落とすことはない。 

評価は 2022年度のもので、内容や点数配分などは変更される可能性もある。 

 

IRAT（12点×8 回＝96 点） 

時間割の内「IRAT」となっている講義では、最初に小テストが行われる。全 12問で、出題範囲は事前に配布さ

れる予習資料全範囲である。予習資料は量がかなり多く、これで勉強すると効率が悪いので、過去問を併用する

ことを推奨する。IRAT の過去問は数年分見ておくとよい。（割と昔の過去問が出る）満点続出のときも多い。 

 

ミニレクチャー（2点×9 回＝18 点） 

単なる出席点。時間割の内「ミニレクチャー」となっている講義でもらえる。紙に名前を書くだけ。 

 

映画で見る精神疾患（10 点×2回＝20点） 

映画を見て、登場人物の精神疾患名、症状、該当するシーンを解答する。作品は「ツレがうつになりまして。」（う

つ病）と「ランボー」（心的外傷後ストレス障害）である。それほど難しくないので、きちんと書こう。 

 

ロールプレーの発表（80 点） 

与えられたお題に沿って、班のメンバーと演劇形式で発表を行う。参加することが大事。普通にこなせば、少な

くとも 60点はもらえる。 

 

謎解きゲームによる診断能力テスト（30点） 

班のメンバーと協力してやれば OK。満点も頑張ればとれる。 

 

映画による診断能力テスト（28点） 

映画「クワイエットルームにようこそ」を見て、登場人物の診断をする。問題は選択問題だが、かなり難易度が

高い。点数配分も高くないので、そこまで一生懸命やらなくて大丈夫だと思われる。 

 

筆記テスト（84 点） 

国試の形式の問題。一部直近の国試の問題がそのまま出ているので確認する事をお勧めする。 

 

再試験 

0 人（仮に落としても追試ではなくレポート課題） 

 

































 


